
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．小児看護の特徴と小児保健の動向について学ぶ。
２．子どもの権利を理解する。
３．成長・発達に必要な小児の栄養について学ぶ。
４．小児の発達段階に応じた養護について学ぶ。
５．外来における小児の特徴と外来看護に求められる役割を学ぶ。
６．入院における小児の特徴と入院における看護で求められる役割を学ぶ。
７．地域・在宅で医療的ケアを必要とする小児の特徴と地域・在宅看護で求められる役割
　　を学ぶ。
８．プレパレーションの意義を学ぶ。
９．小児の診療介助と小児看護の特殊技術を学ぶ。
10．症状別にみた小児の看護について理解する。
11．特殊な状態（安静，隔離，食事制限など）にある小児の看護を学ぶ。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．小児看護の基本　　　　　　　　　　　　　　　　21．呼吸器系疾患患児の看護
２．小児保健　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．循環器系疾患患児の看護
３．小児の解剖・生理　　　　　　　　　　　　　　　23．消化器系疾患患児の看護
４．小児の成長・発達　　　　　　　　　　　　　　　24．血液疾患患児の看護
５．小児の栄養　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．感染症患児の看護
６．発達段階ごとの小児の看護　　　　　　　　　　　26．内分泌および代謝異常症患児の看護
７．小児の養護　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．腎・泌尿器系疾患患児の看護
９．小児の精神保健　　　　　　　　　　　　　　　　28．神経系疾患患児の看護
10．外来における小児と家族への看護　　　　　　　　29．免疫・アレルギー疾患，膠原病
11．入院における小児と家族への看護　　　　　　　　　　患児の看護
12．地域・在宅で医療的ケアを必要とする　　　　　　30．口腔外科疾患患児の看護
　　小児と家族への看護　　　　　　　　　　　　　　31．小児悪性腫瘍患児の看護
13．災害時における小児と家族への看護　　　　　　　32．小児の救急と看護
14．プレパレーション
15．小児看護の特殊技術
16．特殊な問題をもつ小児の看護
17．主な症状に対する看護
18．低出生体重児（未熟児）の看護
19．新生児の疾患と看護
20．乳児栄養障害と看護

【テキスト／参考文献】

看護学入門１２　母子看護　（メヂカルフレンド社）

【評価】

専任教員

分野 専門分野 科目名 小児看護

時間 15時間 開講時期 2年次（前期）


